
養父市長 ひろせ栄マニフェストはどんだけ進んどるん！？ 

《市長の自己評価》 

■ はじめに 

 

ひろせ栄マニフェスト（選挙公約）に掲げた７つの柱、合計１４３の事業の 

進み具合を取りまとめました。マニフェストは『具体的かつ明らかに』という意味で

あります。現状を広く市民の皆様にお伝えして、今後とも 

「元気、笑顔、思いやり」の養父市づくりを目指します。 

 

■ 基 準 

 

ランク 内               容 

 

目標を達成（もしくは概ね達成）できました。 

 

順調（もしくは概ね順調）に取り組みを進めており、任期中に

目標を達成する見込みです。 

 

取り組みを進めていますが、課題が多くやや遅れ気味です。 

 

現時点では遅れており、今後取り組みを強化します。 

 

■ 概 要 

到達度 

マニフェスト具体策 

重 点 取

り 組 み

の数 
  

１ 安心と安全のまちづくり ４ １ １ ２ ０ 

２ ともに働くまちづくり １３ ０ ５ １ ７ 

３ 
市民が健康で元気な 

まちづくり 
１７ ７ ３ １ ６ 

４ 活力あるまちづくり ４４ ５ ７ ８ ２４ 

５ 
安心して子どもを生み育

てられるまちづくり 
２０ ３ ９ １ ７ 

６ 快適なまちづくり ２４ ０ ８ ８ ８ 

７ 健全なやりくり ２１ １ １０ ２ ８ 

1４３ １７ ４３ ２３ ６０ 
合  計 

100％ １２％ ３０％ １６％ ４２％ 
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《7 つの柱ごとの評価》 

 

１．安心と安全のまちづくり 

 

早期完成が求められている台風 23 号の災害復旧や学校・公共施設の耐震化をは

じめとする災害に強いまちづくり、ケーブルテレビ等を活用した防災情報の充実な

ど、重点取り組みに上げた４事業全てに着手し、まずまず順調に取り組みを進めて

います。 

 

 

２．ともに働くまちづくり 

 

市民と市役所がともに働くまちづくりを目指し、地域自治協議会の設置支援をは

じめ、限界集落に対する活力創造の模索などに取り組みましたが、市政ご意見番の

設置や市長支持率の定期的調査など、遅れている７事業については、随時取り組み

を進めます。 

 

 

３．市民が健康で元気なまちづくり 

 

関係者の協力をえて、小児科診療や休日診療など、医療体制の確保・充実をはじ

め、生活習慣病等の予防や高齢者が元気なまちづくりに取り組みました。重点取り

組み事業の６５％はまずまず順調に進んでおり、遅れている６事業について、今後

取り組みを進めます。 

 

 

４．活力あるまちづくり 

 

養父市商工会、経済団体等との連携強化をはじめ、企業誘致、無農薬有機栽培（資

源循環型農業）の推進、市内観光資源のネットワークづくりなど、経済的活力につ

ながる取り組みや、若者定住を進め、人口増をはかる取り組みを進めました。この

分野の取り組みは４４事業と多く、国内外の経済状況から遅れが見られる事業もあ

りますが、今後、強力に進めます。 

 

 

５．安心して子どもを生み育てられるまちづくり 
 

学校施設の整備（八鹿青渓中学校）をはじめとする教育分野、保育サービスの充

実や、母と子の健康維持など、子育て支援に関する分野、生涯学習の推進などに取

り組みました。重点取り組み事業の６５％はまずまず順調に進んでおり、遅れてい

る７事業について、今後取り組みを進めます。 

 

 

６．快適なまちづくり 
 

北近畿豊岡自動車道や生活道路の整備をはじめ、施設のバリアフリー化など、利

便性の向上に関する取り組みに加え、ゴミの減量化、資源ゴミの回収、省エネルギ

ーなど環境問題への取り組みも進めました。重点取り組み事業の６７％はまずまず

進んでおり、遅れている８事業について、今後取り組みを進めます。 



 

７．健全なやりくり 

 

  組織のグル－プ化など市役所組織の再構築、地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律（いわゆる財政健全化法）に沿った財政運営を行うための人件費の削減や主

要事業計画の見直しのほか、地域課題の解決に向けた市民との対話の機会づくりに

努めました。重点取り組み事業の６２％はまずまず順調に進んでおり、遅れている

８事業について取り組みを進めます。 

 

特に遅れていること 

① 起業の支援 

今年度は、新規創業２件以上の実現を目標として、支援に取り組んでいま

す。複数の動きがありますが、現在のところ起業には至っていません。目標

達成に向けてさらに努力します。 

 

② 遊休資産の有効活用 

第２次養父市行政改革大綱が示す未利用資産の売却目標２億円に向かっ

て取り組みを進めていますが、今年度の目標額８０，０００千円に対し、実

績は６，４００千円（９月末時点）、達成率は８％と低調であり、目標達成

に向けて努力を徹底します。 

 

③ 地域環境の整備 

安心して子どもを生み育てられるまちづくりに向けた地域環境の整備が

求められていますが、具体的な取り組みについては、今年度末までに策定予

定の「次世代育成支援行動計画」によることとしており、取り組みが遅れて

います。 

特に進んだこと 

① ケーブルテレビ等を利用した防災情報の充実を進める 

災害時のケーブルテレビによる緊急放送体制を見直しました。 

10 月 7～8 日にかけて襲来した台風 18 号の際には、初めて市役所本庁舎

内に特設スタジオを開設し、速やかな情報提供に努めました。 

 

② 無農薬有機栽培（資源循環型農業）を進める 

無農薬有機栽培の取り組み面積を広げています。今年度は、目標５６ｈａ

に対し５０ｈａ（達成率８９％）取り組みました。毎年度規模を拡大し、任

期中に、年間１００ｈａまで広げる予定です。 

 



③ 学校施設の整備（八鹿青渓中学校） 

校舎・屋内運動場が完成し、旧校舎の解体も概ね終了しました。現在、グ

ラウンド整備に係る準備を進めているところで、平成２２年４月の開校に向

け順調に整備が進んでいます。 

  ２年目に向けた課題 

《分析から見えてきたシンボルプロジェクト》 

経済的活力の向上を喫緊かつ最優先課題と位置付けます！！ 

３万人規模･観光（交流）人口 150 万人のまちづくりをめざし総合的 

部局横断的に関連する施策・事業を展開します。 

 

◎ 企業誘致 

雇用の確保、人口の維持、養父市の財政基盤の安定化のため、１社でも多くの 

企業誘致を実現します。 

 

◎ 市内観光資源のネットワークづくり 

交流人口を増やすため、氷ノ山・ハチ高原・明延を基軸とした、市内観光資源

のネットワーク化に力を入れます。 

 

◎ Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの促進 

養父市の人口維持につながるＵターン・Ｉターン・Ｊターンを促進する取り組

みを強力に進めます。 

 

◎ 保育サービスの充実 

保育サービス満足度調査を早急に実施し、保育サービスに満足している子育て

家庭の割合が、８0％以上になるよう保育サービスを充実させます。 

 

◎ 地域自治協議会の設置 

地域コミュニティの力を一層強化するため、地域づくりの核となる地域自治協

議会の設置に向けた支援を進めます。 

 



＜達成度・ランク＞　

８０％以上　　（概ね目標を達成） ６０％以上　　（概ね順調）

３０％以上　　（やや遅れ気味） 未着手～２９％（遅れている）

1
台風23号台風災害復旧の
早期完成を進める

平成２６年
度

2
河川改修、砂防、治山事業
の一層の促進

平成２７年
度

3 学校・公共施設の耐震化
平成２７年
度

4 2 防災情報の充実
ケーブルテレビ等を利用し
た防災情報の充実を進める

平成２４年
度（任期中）

5 地域自治協議会の設置
平成２４年
度（任期中）

6 地域自治協議会の支援
平成２４年
度（任期中）

7
地域住民による地区計画の
策定支援・計画実現への支
援

平成２４年
度（任期中）

8
情報の収集と提供、適切な
情報公開

平成２４年
度（任期中）

9
地域局を地域づくりの拠点
とする

平成２４年
度（任期中）

10 待つのではなく地域に入る
平成２４年
度（任期中）

11
出前座談会（市政の説明、制
度等の説明等を通じ地域住民
の相談に乗る）

平成２４年
度（任期中）

12 5 限界集落対策
地域間交流による活力の創
造

平成２４年
度（任期中）

13 NPO法人設立支援
平成２４年
度（任期中）

14 集落支援員の設置
平成２４年
度（任期中）

15 7 男女共同参画の推進
審議会・委員会等への参画
率の数値目標30％を目指
す

平成２７年
度

市長重点事業・分析一覧表（概要）

達成期限codeNO. 市長重点事業施策
20～21年
度の達成
度

柱 政策の柱

1 安全と安心のまちづくり

1 災害に強いまちづくり

6 まちづくり団体の支援・育成

3
市民によるまちづくりへ
の協働

4
職員の派遣・地域担当
チーム

ともに働くまちづくり2



16 市政ご意見番の設置
平成２２年
度

17 市長支持率の定期的調査
平成２２年
度

18
県医師会・養父市医師会を
はじめ地域連携をはかる

平成２４年
度（任期中）

19 県医師会による小児科診療
平成２４年
度（任期中）

20 養父医師会による休日診療
平成２４年
度（任期中）

21
他病院との連携（特に豊岡
病院との連携）

平成２４年
度（任期中）

22 相互応援
平成２４年
度（任期中）

23 総合診療部の設置
平成２４年
度（任期中）

24
急病等の場合予約無しで全
て診察

平成２４年
度（任期中）

25 緩和ケア病棟の充実
平成２４年
度（任期中）

26
総合的施設（病院・老健施
設・訪問看護センター・看護
学校）

平成２４年
度（任期中）

27
医師不足の解消（最多時は
５３名、現在は４０名）

平成２４年
度（任期中）

28
地域医療の確保（南谷地区
の高齢者の切実な意見等）

平成２４年
度（任期中）

29
お年寄り健康相談の充実
（「ことぶき１１０番の設置」）

平成２４年
度（任期中）

30 安心、健康、生きがい
平成２４年
度（任期中）

31
メタボリックシンドロームに着
目した保健指導

平成２４年
度（任期中）

32
障害者等社会的弱者支援
の充実

平成２４年
度（任期中）

33 12
保健・福祉・医療の
ネットワークの充実

社会福祉協議会との連携強
化を進める

平成２４年
度（任期中）

34 13 介護の充実
在宅介護の充実→ホームヘル
パー増員、待遇改善のための
システム（仕組み）づくり

平成２４年
度（任期中）

35 4 活力あるまちづくり 14
経済的活力
（商工業振興・観光振
興）

既存企業、地元企業の支援
平成２４年
度（任期中）

市民モニターの導入8ともに働くまちづくり2

9 医療体制の確保と充実

10 高齢者が元気なまち

11 生活習慣病等の予防

市民が健康で元気な
まちづくり

3



36 経営革新・改善等への支援
平成２４年
度（任期中）

37 企業支援センターの充実
平成２４年
度（任期中）

38
養父市商工会、経済団体等
との連携強化

平成２４年
度（任期中）

39
支援施策の充実（振興補助
金、融資制度等の充実や新
たな施策）

平成２４年
度（任期中）

40 企業誘致
平成２４年
度（任期中）

41
企業誘致用地の確保（工場
団地の形成）、空き校舎の
利活用

平成２４年
度（任期中）

42 起業の支援
平成２４年
度（任期中）

43 鳥獣対策
平成２４年
度（任期中）

44 食料自給率の向上をはかる
平成２４年
度（任期中）

45
安全安心な地元農産物の
生産と消費（地産地消）

平成２７年
度

46
多様な食料生産を進める
（稲、麦、大豆、野菜等）

平成２７年
度

47
無農薬有機栽培（資源循環
型農業）を進める

平成２７年
度

48
耕作放棄地・荒廃農地対策
を進める

平成２５年
度

49
地域による農業施設の適正
な維持管理の仕組みづくり
を行う

平成２４年
度（任期中）

50
企業による農業生産への参
加を勧める

平成２４年
度（任期中）

51 畜産振興を行う
平成２２年
度

52
但馬牛の増頭を計画的に
進める

平成２２年
度

53
八鹿豚のブランド化をはか
る

平成２４年
度（任期中）

54
蛇紋岩米等地域の特色ある
農産物の特産化をはかる
（多品目少量生産）

平成２７年
度

55
多様な加工食品、郷土食の
提供と特産化をはかる（多
品目少量生産）

平成２７年
度

4 活力あるまちづくり

15 経済的活力（農業振興）

経済的活力
（商工業振興・観光振
興）

14

15 経済的活力（農業振興）



56 森林組合との連携
平成２４年
度（任期中）

57 森林の適正管理
平成２４年
度（任期中）

58 良質木材の生産
平成２４年
度（任期中）

59 養父市観光拠点の整備
平成２４年
度（任期中）

60 スポーツ施設の建設、誘致
平成２５年
度

61
市内観光資源のネットワー
クづくり

平成２４年
度（任期中）

62
更に広域化した但馬におけ
るネットワークづくり

平成２４年
度（任期中）

63 氷ノ山の利活用
平成２４年
度（任期中）

64 産業クラスターの形成
平成２４年
度（任期中）

65
農業生産者→商工業者→
鉢伏等の観光産業

平成２４年
度（任期中）

66 19 経済的活力
情報通信設備（ＣＡＴＶ）を
生かした起業など新たな展
開を進める

平成２４年
度（任期中）

67 雇用の場の確保
平成２４年
度（任期中）

68
コミュニティービジネス（ソー
シャルビジネス）の創造

平成２４年
度（任期中）

69 定住促進条例の制定
平成２４年
度（任期中）

70
豊かな自然と、それに育ま
れた人々の暮らしと文化を
守る

平成２７年
度

71
地域性を生かした個性ある
地域づくり

平成２４年
度（任期中）

72 21 特徴あるまちづくり 特区制度の活用
平成２４年
度（任期中）

73
地域間交流、ツーリズム、都
市との交流、郷土出身者と
の交流

平成２７年
度

74
空き民家利用で体験農村
生活の実施

平成２４年
度（任期中）

75
都市の児童、生徒の宿泊体
験の誘致で交流と観光

平成２４年
度（任期中）

経済的活力（商農工連携）

16 経済的活力（林業振興）

交流のまちづくり22

活力あるまちづくり

20

特徴あるまちづくり

17 経済的活力（観光振興）

14

若者定住を進め、
人口増をはかる

21

4



76
Ｕターン、Ｉターン、Ｊターン
の促進

平成２４年
度（任期中）

77
団塊世代の取り込み（住宅
施策含め）

平成２４年
度（任期中）

78 23 大学との協働
鳥獣害対策、地域課題の解
決、地域振興等各種大学との
交流、インターンシップ

平成２４年
度（任期中）

79
心豊かな人づくり、生きる力
を育む

平成２７年
度

80 特色ある教育の充実
平成２７年
度

81 学校教育の充実
平成２７年
度

82
学校施設の整備（八鹿青渓
中学校）

平成２２年
度

83
安心・安全な学校づくり( 耐
震化・不審者対策）

平成２７年
度

84
登下校の安全確保( 通学バ
ス・不審者対策）

平成２７年
度

85
人権、差別、格差社会の是
正教育

平成２７年
度

86 高校生への通学支援
平成２２年
度

87
安心して生み子育てできる
環境づくり

平成２４年
度（任期中）

88
「こんなときどうする」講座の
開設

平成２４年
度（任期中）

89 保育サービスの充実
平成２４年
度（任期中）

90
０歳～５歳児保育待機児童
の解消

平成２４年
度（任期中）

91
放課後児童対策の充実（地
域、学童保育、学校）

平成２４年
度（任期中）

92 見守り隊ボランティアの推奨
平成２４年
度（任期中）

93
母と子の健康を守る→検診
の充実、保健師による訪問
活動の強化

平成２４年
度（任期中）

94 児童への虐待対策の強化
平成２４年
度（任期中）

95 地域環境の整備
平成２４年
度（任期中）

交流のまちづくり22

活力あるまちづくり

24 教育

安心して子どもを生み育
てられるまちづくり

子育て支援25

4

5



96 25 子育て支援
企業との子育て支援協定締
結

平成２４年
度（任期中）

97
人と地域が輝く生涯学習に
よる活力源づくり

平成２４年
度（任期中）

98 市立図書館機能の確立
平成２７年
度

99
公共交通機関の確保（交通
弱者の足の確保）

平成２４年
度（任期中）

100
買い物、通院、ゴミ出しなど
日常生活の支援の仕組み
づくり

平成２４年
度（任期中）

101
高齢化社会に適応した地域
社会を考えるフォーラムの
開催

平成２４年
度（任期中）

102
独居老人を主とした集落内
の一声運動を進める

平成２４年
度（任期中）

103
「まちの保健室」を活用した
在宅介護サービス体制

平成２４年
度（任期中）

104
多言語表示の案内板の設
置

平成２４年
度（任期中）

105
市民、企業研修として「障害
のある方の一声運動」出前
講座の実施

平成２４年
度（任期中）

106
公益施設へのバリアフリー
助成

平成２４年
度（任期中）

107 幹線道路の整備促進
平成２７年
度

108
北近畿豊岡自動車道の整
備促進

平成２４年
度

109
合併支援道路の整備促進
（県道バイパス整備）

平成２４年
度（任期中）

110 生活道路の計画的整備
平成２７年
度

111
情報通信網（ＣＡＴＶ）の活
用による安全安心ならびに
利便性のさらなる向上

平成２４年
度（任期中）

112
ゴミの減量化、資源ゴミの回
収と再利用

平成２７年
度

113
排出ガス（二酸化炭素）対
策への取り組み

平成２７年
度

114 省エネルギーへの取り組み
平成２７年
度

115
バイオマスタウン構想への
取り組み

平成２１年
度末

29 利便性が高く安心、安全

26 生涯学習の推進

27 高齢者が安心して住める

28 ユニバーサル社会の構築

29 利便性が高く安心、安全

30 環境問題への取り組み

6 快適なまちづくり

安心して子どもを生み育
てられるまちづくり

5



116 30 環境問題への取り組み
自然エネルギー（太陽光、
風力、地熱等）活用への取
り組み

平成２７年
度

117 広葉樹林の保護・育成
平成２４年
度（任期中）

118
森林整備と適切な管理がな
された里山の見直しと保全

平成２４年
度（任期中）

119 森林資源の見直し
平成２４年
度（任期中）

120
生命の源泉としての水環境
の保全と維持

平成２４年
度（任期中）

121
市のイメージアップにつな
がる宣伝活動

平成２４年
度（任期中）

122 32 火葬場の整備 火葬場の整備
平成２４年
度

123
人件費の削減（人員と給与
の両面から）

平成２６年
度

124 主要事業計画の見直し
平成２７年
度

125
事務事業の更なる評価
（PDCAサイクル：計画⇒実
行⇒評価⇒改善）

平成２７年
度

126
組織機構の見直し（将来の
適正人員を考慮した）

平成２３年
度

127
新しい行政運営システムの
導入

平成２７年
度

128
民間の企業経営手法を応
用した行政運営方法の導入

平成２４年
度（任期中）

129 34 民間活力の活用
顧客（市民）中心主義による
市民満足度の向上

平成２７年
度

130 35 公共施設の整理
機能の統廃合、民間へのアウト
ソーシング・遊休資産の有効
活用

平成２５年
度

131 市民のための市役所づくり
平成２４年
度（任期中）

132
躍動感あふれる、活気に満
ちた市役所づくり

平成２４年
度（任期中）

133 適切な定員管理
平成２６年
度

134
バランス感覚に富んだ、迅
速で、熱意と意欲ある職員
の養成

平成２４年
度（任期中）

135 職員の意識改革をはかる
平成２７年
度

31 森林と水

33
財政再建を進め、健全
な財政運営を進める

34 民間活力の活用

快適なまちづくり6

36 市役所組織の再構築

健全なやりくり7



136
１％の可能性を追い求める
熱意（職員の意識改革をは
かる）

平成２４年
度（任期中）

137
職員の民間企業での研修
（トライやる）

平成２７年
度

138
活力ある市行政組織（マ
ネージメントシステムの構
築）

平成２３年
度

139
機能的、効率的な組織体制
の整備（組織のフラット化・
グル－プ化）

平成２３年
度

140 意志決定の迅速化
平成２３年
度

141 37 未来を先取りした経営 甘い見通しをあらためる
平成２７年
度

142
市民との対話の機会を定期
的に設ける

平成２４年
度（任期中）

143
現地解決型としての取り組
みを進める

平成２４年
度（任期中）

7

36 市役所組織の再構築

38  地域課題の解決

健全なやりくり


